



















































































































































































































































































































































































































































































































































対象生物 確肥ｌｐ数2001年度 2003年度 2007年度
哺乳類 １種 ４種 Ｉｌｎ 
鳥類 １７種 ２９種 ３８１■ 
両生類１種 ３榎 ３種
爬虫類 １種 ２１且 ２Ｉ且
昆虫類 1２０１， 169楢
魚類 ３種 ３Ｉ、 ４梱蜜
底生動物 1３１， ４０種※ 
植物(在来1Ⅱ草本） ２５種 5９１， 7９１２ 
Hosei University Repository
８ 
主体の意見を具体的かつ効率的に反映しながら
iillmを形にする手法は、未だ確立されていない。
そこでピオトープ等の自然環境を住民参川|型
で計画するプロセスにおいて、住民がiillmi内容
を具体的に理解、納得し、計画参加者|Ⅱ1のより
スムーズな合意形成と効率的な計ilmi策定を可能
とする計画支援システムを構築しその効果をリミ
証した】７１ので報告する。
ｌ）ｌ１ｉ民参力Ⅱ型ビオトープ計画システムのｌＩＩｌ苑と
適川
長野ﾘiL大町TI『内の用水路改修事業に伴うビオ
トープの計画策定に本システムを適川した。１１１
水路の改修に伴い、水路に沿って設ける１００～
300Hfの残地、５ヶ所について多自然型空'''1を縦
lWiする計画である。整備後、地域住民が雑I州；
nMの主体となるため、計画を住民が納得して合
意する必要があった。しかし事業者のlXlmiによ
る税Iﾘ1では住民の理解を得られ難い状況にあっ
た。
そこで住民参加型計画支援システム１８)を川い
てiil･画を策定し、住民の維持管jql1に対する意識
を向｣芒させることに取り組んだ。この計iuliシス
テムの特徴は、住民の多様なニーズに対してⅡ;
民、ｇｌｉ業者、計画者、生物の専ｉｊ[1家が'１標空'''１
像を協働で編集、シミュレートしながらつくり
あげ、住民の意見を随時反映させることにある。
すなわち従来の参加型計画で実施していたスケ
ッチ等'又lmiや模型による手法では困難である|］
標空ＩＨＩ像のインタラクティブな編集や仮想体験
を可能にした。
ｉ11.画のプロセスは次の３ステップをＷＳ形式
で実施する。
SteI)１：住民が望む環境を顕在化、共有化するこ
とを目的とする。そのため住民に対する
アンケートを基に適切な整備モデルを提
示する。
Step2：参加者が利用や維持管理を想定しながら
計画1ﾉﾘ容を話し合う。そして話し合いに
よって得られた要素をキーフレーズ（面
を表した言葉）で表現し、｜|標鰯境像と
して構造化する。’一Ｉ的、｜]的の達成要
件、要件を満足する空間、空|H1のディテ
III1Mil1lili ビオトープの目的
ヨ的迎成O
P-AhIn函低
、ゆけ＝咀朶午梁
顯鰯蝋illllil震
「蕊1噸鰯
inがj１Ｗ込める魚の餌とな色iEI･患瞳昆虫の檀と
図－６ビオトープの目標とする環境をキーフレズと画像で構造化（－部）
Hosei University Repository
９ 
例が少なくなっていたが、今回の計画が地域の
伝統を存続させる役割を担った。このように住
民の生活に根ざした検討がなされることは、住
民参加型計画の望ましい姿である。
また、計画に参加した住民の維持管理意識の
変化を調べた結果、最終的に50％以上の人が維
持管理に必ず参加すると答え、参加しないと答
えた人はいなかった（図－８）。当初の図面のみ
を用いた説明では、計画に対する理解が得られ
難かったことを考えると、本システムは住民の
理解度や納得度（手続きの納得度、要求の納得
度、社会・環境的な納得度)19)を高め、合意形成
を図るうえで有効であることが明らかになった。
一ルや要素の階層構造として、「利用ニ
ーズや目標とする生物」と「必要な空間
や生態的要素」との関連をネットワーク
で結び示すことによって、適切な利用、
維持管理が実施されるように配慮する。
Step3：３次元ＣＧ（コンピューターグラフィッ
クス）を使った目標空間像のシミュレー
ションを行い、出来上がりの姿を仮想的
に体験しながら利用、誘致生物、維持管
理を総合的に判断し計画をつくりあげ
る。
本事業ではまず、自然環境ニーズアンケート
を水路整備地域の210世帯を対象に実施し、その
後、住民と事業の担当者による公開ＷＳを２回
開催し計画をつくりあげた。最初のＷＳで図－６
に示す計画の目標像をつくり、２回目のＷＳで目
標像の具体的な姿を確認しながら計画を議論し
た（図－７）。議論の中心は整備後の維持管理で
あり、立場の相違から住民間の対立も生じた。
しかし地域住民が参加し共同で作業を実施する
伝統的な仕組みである「町普請」によって維持
管理することで合意した。最近では町普請の事
■維持管理に必ず参加
□参加しない可能性が高い
画堕侭田境･活助内容によって参加
圏参加しない
前
ｓ
 
Ｓ
 
Ｗ
 
Ｗ
 ｄｚ・（〈恩（ｌＣ
ＷＳ２ 
0％ ２０％４０％６pAb８０％100ｌｂ 
維持管理意織９６
計画参ｶﾛ住民の維持管理意識の変ｲヒ図－８
２）住民に開かれた地域環境情報システムの整備
住民の地域環境に対する認識が高まり、環境
政策、計画、行動、監視にかかわる機会が増え
始めている。そのため住民に適切な地域環境情
報を提供できるシステムが必要になる。
それは従来のように行政のみのためのシステ
ムではなく、住民の環境保全活動によって収集
されるモニタリングデータも蓄積、公開し、住
民の環境行動を誘発するような開かれたシステ
ムが望まれる。
地域のビオトープ地図があり、それぞれのピ
オトープの管理方針・管理目標が住民に合意さ
れ、管理指標や生物相の状況を容易に把握可能
とすることが、各種の計画、施策に生物多様性
を反映させる基盤になると思われる。職 ４．今後の展望一都市生活の魅力を高める
都市のランドスケープ要素であるピオトープ図－７ＣＧによる目標環境像の計画（上）と実現の姿（下）
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1０ 
の魅力づくりに応１１)できると考えている鑓)．そ
れはLkiIiに安らぎや潤いを提供するエコロジカ
ルな緑Iul（ビオトープ）を、住民にＩらが育成す
ることを皿して、心身の他1,1〔を維持し、コミュ
ニティの活性化を図るまちづくり活動である。
このhMlﾉが'二1標とするモデルは、人Ｉｌｉ１の欲求を
５段lIlﾉﾄﾞに階府化した心理学者アブラハム・マズ
ローの「欲求段階説」に整合する。自然に接し
たい、自然の'１１で安らぎたいというのは生理的
欲求（第１段階）や安全の欲求（第２段階)、育
成管1111で人と交流したい、管jHI1行助を人に認め
られたいは所属と愛の欲求（第３段階)、承認の
欲求（第４段階)、まちづくりiili1lWのような社会
貢献をしたいは自己実現の欲求（第５段階）に
対応する。従って動機をうまく与えることによ
って、」二位段階の行動に進展していくというの
がモデルの仮説である。動機付けの１つは、管
１１１１作業によって得られる心身の(Ｍ〔（生理・心
11Ｍｿ効果）である。現在、この検証に筆者らも
取り糺[んでおり科学的データが縛械されつつあ
る。
また参考になる実施事例として、米国のニュ
ーヨークTIiで生まれたコミュティガーデン23)、デ
ィービスiliのビレッジホームズというエコロジ
カルな仇宅地２４)、２０年かけて森j林浴を身近に体
験できる緑地（写真－２）を造り」こげた東京都板
橋区のサンシティ露)がある。いずれも住民が緑
地の建設や維持管理に関わることによって、街
の蝋境、人の健康、人と人との交流の健全性が
維持されている。そしてそれが都ＴＩj生活の魅力
を高めている。
公■･紐nＷあい
公共文団扇〃■円されている
、側のHqU〃よい
貝しし晒仙み･並木■〃ある
文Ｉｕｎ政(貝浅伍･図■館･田■何Ｗある
行、サービス邨充史している
治安〃よい
尻伏■土〃よい
沼気ある百巴轟ぴあら
■のⅡ史け占い
図－９街の個Ｉ
否む
街の個性のうちで自慢できるもの
生態系
士二ｍエ■■Aｌ
力ある命斜Ⅱの固臣基■サービス
･栄養塩の側､Ｒ
･土坦の形成
`－次生産他
図－１０生態系サービスと人間の福利との関係③
に形成されるlL1然や緑は、街の魅力づくI)に大
きく関係する。華者らは、都ＴＩj居住BW境につい
て生活者の視点から各種の調査研究をﾘﾐ施して
きた､)。首都|恩Iの都市住民に対してtlTのlll1性と
なる魅力について調査した|叉１－９の紬Ⅱ↓によると、
歴史的建造物や伝統行事よりも、緑・公共交通
など暮らしやすさが街の魅力となることが分か
った。自然や緑、それらの景観的美しさが、街
の魅)｣要素として認識されている。別の調査か
ら、これら孫らしやすさの魅力は他み続けるた
めの要因にもなることが確認された。
一方、’五|述ミレニアム生態系評llliプロジェク
トは、２１i態系の人にもたらす効111を生態系サー
ビスとしてlXl-10に表した。都Tliの稗らしやすさ
においては、文化的サービス、つまりアメニテ
ィ、他1Ｊ(、社会的交流とのljIlわりが強い。具体
的状況としては①緑の中にいるとリラックスし、
快適に感じる（アメニティ）、②育成や収樋等植
物に触れる作業によって心身の機能''１１復や収穫
の喜びを得る（健康)、③植物の作業によって人
との交流が''1渦になる（社会的交流）効果であ
る。これら３効果を提供するものとして、園芸
が上げられる２１１．
筆者らは、｜繭1芸による人と植物の'111係を都市 写真－２集合住宅を囲む住民の育てた緑
安全(I`I｡）
,個人の安全
｡寅凍利用の随翼性
､災宙からの安全
ニーー‐￣宙ローーーク■▼Ｄ
Ｃ通切な生活条件
0十分に栄昼の 食料
`住居
Q生悪用皿の入手
供OGサービス
0食ﾘｨ
･淡水
o木材と繊紺
･魁Oイ他
■笹サービス
･気I､凹盛
o洪水制御
･疾簡制御
．＊の浄化等
文化的サーピヌ
･密典的
.Ｍ神的
QOhIV的
0帆楽的他
甘皮
o体力
qOn神的な快適さ
`洞浄な空気と水
巫UP▽Ｔ▲菰日■刀刃L▼Ｔ
社会の迫帯
輸互Ｉ、
扶助憐力
福利の梢成要素
劇
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13）米村・)111須・、灘・逸見α松原（2000）絶滅危
l11liii物タコノアシＩｌﾄﾞ藩の保全に関する」１１礎的研
究，１１本緑化工学会誌，２５（４）：317-320
14）脈【i・米村・高|W;・逸見・井原（2001）調整池
のビオトープ整IWiによる水辺環境ｉＩｌＩ１効果の事
後評価，ニヒ木学会fl包次講演会集，Ⅲ：292-293
15）叩『i・米村・逸見リトllji（2002）調整池ビオト
ープのモニタリングに基づく水生生物多様性向
一上のための取I)組み，土木学会年次識iii(会集，
１１１：97-98 
16）’1本建築学会編（2003）アドバンテスト群馬
Ｒ＆Ｄセンタ敷地内ビオトープ，建築設iil資料集
成一jlu域・都Tlilプロジェクト編，メLilihl78-
179 
17）Mll/I(・林叺横、（2003）住民参加型ビオトーブ
ＩｌｌｉｉＩｌｉ支援システムに|H1する研究＝長野県大町ＴＩｉ
での111水路改修iillmiを』|i例として－，二'二木学会
flZ次識減会集ハル347-348
18）叩Ii・横'11.杯（2002）参加型ビオトープ計画
支援システムの１%1発，’1本建築学会大会学術講
演梗概集，Ｅ－１：521-522
19）奥Ⅱ|・石井・漆崎・大阪谷・大竹他（2002）地
域社会における環境リスクコミュニケーション
の試みに関する事例1i)｢究，環境システムＩｉ１｢究講
淡災，１０腓114
20）新/I1lilTハウジング協会姉ili居住環境研究会(2006）
歩きたくなるまちづくり，鹿島/|}版会，l47pp、
21）林まゆみ（2005）みどりのまちづく})と11/''1家，
）ilklll〈d芸編集委員会綱，景観[童l芸人''１，ビオシ
テイ，８少100
22）脈ri・岩崎・石）|:．尚岡（2009）都iliにおける
緑の健康・療法的効果利用一医療環境から地域
環境へ，［1本緑化工学会誌，３４(3)：502-507
23）越川秀治（2002）コミュニティガーデン市民
が進める緑のまちづくI)，学芸出版社，1901)p、
24）111村他一・小Iiil補幸（1995）サスティナブル・
コミュニティ持統可能な都iliのあり方を求め
て，学芸出版社，2061〕p、
25）奥野期(2007)森の都TliEGEC，彰lZl社，Ｉ)p､3３
自然環境の保全は、地球興境|Ｈ１題の１つであ
る「生物多様性」の危機をlnl避するためだけで
なく、人のfliiiIiの質（ＱＯＬ：QualityOfLiに）で
ある「住み心地のよさ」を確保するためでもあ
る。従って、我々には自然の適切な利111形態
(wisellse）を見い出しつつ、そのストックを諮
積・維持櫛nl1していくことが望まれる。少子高
齢化が進展した社会においては、自然（緑地）
の管理不71;は不安要因でもある。そこでは緑地
デザインの対象は緑地そのものではなく緑地を
育てるプロセスとなる。この文脈において、今
後、住民参り11によるllKi応的楢;｣ql1、そして持続的
管理をねらいとする健冊|〔効来の検証、管jJl1のエ
リアマネジメント化やコミュニティビジネス化
を課題とした研究が必要になると思われる。
【引用文献】
１）都ilj緑化技術|#|発機構（2000）都市のエコロジ
カルネットワーク，ぎようせい，２０７ｐｐ、
２）武ＩAl{ll彦（1991）地域の41i態，朝倉書店，２５４
ｐｐ、
３）横''１秀司（1995）最kll生態学，古今識|流，
2071)p、
４）ヨーゼフ・ブラープ（1997）ビトープの」!（礎知
識，［１本生態系協会，821〕I）
５）近自然ｌＪＩ究会編（2004）噸境復元と同然ili412を
成功させる101ガイドピオトーブ，成文堂祈
光社，2221〕、
６）ＭｉⅡelllliunlEcosystelnAssesslnent編（2007）
生態系サービスと人餓の将来一口述ミレニアム
エコシステム評価，オーム社，241pp、
７）岨１１１章編（2002）生態]:学，朝倉書店，1681)I)．
８）那須守（2003）地域41：態学に基づく環境評lⅡiお
よび(１１氏参りⅡ型計画の取組み，土木学会誌，８８
（４）：13-16 
９）「'１村健二他（2001）Ｉｊｉ宅地|;'１発におけるニホン
リスの化息環境保全，造|側技術報告集，96-99
10）雨水貯|W浸透技術協会（1997）エコロジカルポ
ンド｢Ⅱ仙i・設計の手リ|き，’'１海堂，2271)l〕、
11）脈(i守仙（2001）調轆池を活川した自然瑚境の
｜回|似に関する事例研究，アーバンインフラ・テ
クノロジー推進会議第121ml技術研究発表論文集，
卯.19-24
12）桜)|:蒋雄（1998）すみ場，「環境アセスメン|、
ここが変わる」編集委瓜会編，環境アセスメン
トここが変わる，環境技術l)|究協会，410-416
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